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　一冊
の
本
が
、
ひ
ょっ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
人
生

を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
紹
介
し
て
い
る
本

以
外
に
も
、
約
20
万
冊
の
本
が
あ
る
市
立
図
書
館

に
、
運
命
の一冊
を
見
つ
け
に
き
ま
せ
ん
か
。

一
般
書

中
学
・
高
校
生
向
け

D
V
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27
年
間
育
て
て
き
た
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
の
庭
か
ら
バ
ー
モ
ン
ト
へ
引
っ
越

し
て
新
た
な
庭
づ
く
り
に
挑
戦
。
夢
の
庭

づ
く
り
を
美
し
い
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

「
タ
ー
シ
ャ
の
庭
づ
く
り
」　
Ｔ・テ
ュ
ー
ダ
ー
　
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
　

　
８
年
の
試
行
錯
誤
の
末
に
た
ど
り
着
い

た
独
自
の
手
法
。
農
薬
も
肥
料
も
使
わ
ず
、

た
わ
わ
に
り
ん
ご
を
実
ら
せ
る
農
家
、
木

村
さ
ん
の
挑
戦
の
日
々
を
描
き
ま
す
。

「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」　
石
川
拓
治
　
幻
冬
舎

　
両
親
を
失
い
、
周
り
の
人
に
心
を
閉
ざ

し
て
い
た
少
女
メ
ア
リ
。
あ
る
日
見
つ
け

た
秘
密
の
庭
は
、
長
年
閉
ざ
さ
れ
荒
れ
放

題
で
し
た
。
再
生
の
美
し
い
物
語
で
す
。

「
秘
密
の
花
園
」　
バ
ー
ネ
ッ
ト
　
西
村
書
店

　
田
舎
の
農
林
高
校
に
赴
任
し
た
新
米
教

師
の
翠
川
真
緑
。
都
会
育
ち
の
真
緑
は
、

農
林
高
校
な
ら
で
は
の
現
実
に
出
会
い
、

教
師
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

「
グ
リ
ー
ン・グ
リ
ー
ン
」　
あ
さ
の
あ
つ
こ
　
徳
間
書
店

　
傷
つ
い
た
心
で
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
に
通

い
始
め
た
小
学
５
年
生
の
由
美
が
、
周
囲

に
自
分
の
本
心
を
明
か
し
、
夢
へ
向
か
っ

て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
ま
で
の
物
語
で
す
。

「
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
」　
草
野
た
き
　
岩
崎
書
店
　

　
不
毛
の
地
に
木
を
植
え
続
け
る
男
性
の
、

不
屈
の
精
神
と
た
ゆ
ま
な
い
熱
情
を
描
い

た
不
朽
の
名
作
。
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
読
ん
で
ほ
し
い
人
間
賛
歌
の
絵
本
で
す
。

「
木
を
植
え
た
男
」　
ジ
ャ
ン・ジ
オ
ノ
　
あ
す
な
ろ
書
房

　
絵
本
「
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ビ
ッ
ト
」
の
著

者
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
。
私
財
を
投

じ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
湖
水
地
方
の
美
し
い

自
然
を
守
っ
た
彼
女
の
生
き
方
を
描
き
ま
す
。

　
四
季
折
々
、
美
し
い
表
情
を
見
せ
る
手

作
り
の
庭
と
丁
寧
な
暮
ら
し
。
人
生
の
試

練
を
経
て
身
に
着
け
た
ベ
ニ
シ
ア
さ
ん
の

し
な
や
か
な
心
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

「
ミ
ス・ポ
タ
ー
」　
ク
リ
ス・ヌ
ー
ナ
ン
監
督
　
レ
ニ
ー・ゼ
ル
ウ
ィ
ガ
ー
出
演

「
ベ
ニ
シ
ア
さ
ん
の
四
季
の
庭
」　
ベ
ニ
シ
ア・ス
タ
ン
リ
ー・ス
ミ
ス
出
演
　
　

今月のイチオシ 　

　５月は「図書館振興の月」。
昭和25年4月30日に図書館
法が制定され、日本の図書
館は大きく変わりました。図
書館の起源から現在までを
紹介します。５月３１日(水)ま
で。

「図書館をもっと身近に　　
　　　　　暮らしのなかに」

特集テーマ

　
市
男
女
共
同
参
画
推
進
室
で
は
、

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち
や
こ
れ

か
ら
地
域
に
出
よ
う
と
考
え
て
い

る
人
た
ち
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
学

ん
で
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
毎
年

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

「
魅
力
あ
る
広
報
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
チ
ラ
シ
や
企
業
の

広
報
紙
な
ど
の
製
作
を
請
け
負
う

事
業
所
「
ハ
ロ
ー
」
を
経
営
す
る

松
永
幸
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し

た
。
広
報
づ
く
り
の
プ
ロ
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
分
野

で
活
躍
す
る
人
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。

　「
額
縁
の
法
則
を
、
ぜ
ひ
覚
え

て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
適
切
な
余

白
を
と
り
、
フ
レ
ー
ム
で
囲
む
こ

と
で
、
文
章
や
写
真
が
一
層
映
え

ま
す
。」
講
座
の
随
所
で
、
プ
ロ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が

出
て
き
ま
す
。
参
加
者
は
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
松
永
さ

ん
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
報
づ
く
り
の
際
の
注

意
点
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
事
実
に
基
づ
い
た
記
事
を

作
る
こ
と
、
性
差
別
表
現
を
し
な

い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
目
に
付

く
広
報
で
す
の
で
、
事
実
と
異
な

る
記
事
、
読
む
人
が
不
快
に
感
じ

る
記
載
や
表
現
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
講
座
の
後
半
は
、
印
刷
費
用
を

抑
え
る
方
法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
注
文
を
受
け
付
け
る

ネ
ッ
ト
印
刷
業
者
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
印
刷
業
者
の
印

刷
代
が
安
い
理
由
を
解
説
し
な
が

ら
、
一
般
的
な
印
刷
業
者
と
の
賢

い
使
い
分
け
の
方
法
が
伝
授
さ
れ

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
印
刷
業
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
実
際
に
見
せ
な

が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
苦
手
な
参
加
者

に
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
講
師
へ
の
質
問
の
時
間
に
は
、

「
お
す
す
め
の
フ
ォ
ン
ト
は
あ
り

ま
す
か
」、「
ネ
ッ
ト
印
刷
業
者
に

は
、Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
で
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
」
な
ど
の
実
務
的

な
質
問
が
多
く
あ
り
、
参
加
者
の

広
報
づ
く
り
へ
の
熱
意
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
講
座
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
記
事
作
成
や
編
集
の

仕
方
が
良
く
わ
か
っ
た
」、「
次
回

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、
地
域
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共
同
参
画

推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

男女男女歩むまち歩むまち
めざそ う

がともにがともに
「
魅
力
あ
る
広
報
づ
く
り
入
門
」
講
座
を
行
い
ま
し
た

　性別に関わらず、一人一人が輝ける社会を
目指す福津市。このコーナーでは、市や市民の
「男女がともに歩む」取り組みを紹介します。

▲実際に作成した広報紙を見せながら、作成の
ポイントを説明していきました

　このコーナーでは、悪質商法や商品事故など実
際に起きている、消費生活における問題事例を紹
介しています。消費者被害は決して他人事ではあ
りません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩
まず、ぜひ相談してください。

　今年の夏に世界文化遺産登録を目指している新
原・奴山古墳群を含む「『神宿る島』宗像・沖ノ島
の関連遺産群」も、発掘から物語が始まりました。
はてさて今月は、どのような物語が発掘現場から
見えてくるのでしょうか。

発掘  現場 消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例未来の世界遺産が見えてくる!？

の

※毎週月曜・水曜・金曜日（9：00～16：00）は市消費生活
相談窓口☎43・8106で相談を受け付けています。

※県消費生活センター☎092・632・0999でも随時相談
を受け付けています。

洗濯表示が変わりました
　市内で出土する埴輪の多くは円筒埴輪という種
類です。上部がやや開いた筒状をしていて、墳丘
に並べて古墳を飾ります。埴輪には人物や建物な
どを表現した形象埴輪という種類もあり、墳丘の
頂上などに置かれています。市内で出土したもの
では、須多田古墳群の「椅子に座る男子形埴輪」
が有名です。
　市内で埴輪が出土した古墳は 5 基あり、すべて
津屋崎古墳群の前方後円墳です。このうちの 1 基
である新原・奴山 22 号墳では、家形埴輪と馬形

埴輪の一部と推定でき
る破片が出土していま
す。馬形埴輪は馬のタ
テガミの一部と考えら
れます。今後、新原・
奴山古墳群から船の埴
輪なども出土してほし
いと期待しています。 

　衣類に付いている、繊維製品の取扱い表示記号
（洗濯表示）が平成 28 年 12 月から変わりました。
洗濯表示は家庭洗濯、漂白、乾燥、アイロン、クリー
ニングの 5種類の基本記号と付加記号で構成され、
従来の 22種類から 41種類に増えました。
　この改正で国内外の洗濯表示が統一され、海外
で購入した繊維製品の取り扱いがより円滑にでき

ると考えられます。ま
た、きめ細かい情報が
提供されるので、洗濯
で衣類が縮んだり、色
落ちしたりするといっ
たトラブルの減少が期
待できます。

▲22号墳の馬形埴輪

▲新しい洗濯表示の例

新原・奴山22号墳の埴輪
はにわ

問い合わせ　市地域振興課☎62・5014問い合わせ　市教育総務課☎62・5093

　　　

　図書館では一押しの本を
集め、ロビーに特集コーナー
を作っています。
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